
京都部部長主題 『意識をもって活動に参画しよう！』
～５５５実現に向けて～

西日本区理事主題 Enjoy Y
,
s life with Consideration! 「思いやりを持ってワイズライフを！」

Share with a smile ―わかち合いは微笑みをもってー
国際会長主題 Be the light of Hope 「希望の灯となろう」
アジア会長主題 Be the light of Hope 「希望の灯となろう」

「遠い道のり、確かな道のり」

第13代京都部長　　藤田　寿男
（京都ウイングワイズメンズクラブ）

2008年が2009年と替わり、いよいよ後半期に入りました。現時点の数字だけを

とらえると掲げた目標は大きく、まだ一歩も近づいてはいないと言えますが、そ

こへ向かおうとする大きなうねりを感じる前半期でした。何よりも部会から伝わ

ってきた「みんなで会長さんを支えよう」とする熱気、公式訪問で受けた「もう

一歩前に」というきらきらとした眼差し、ブリテンの行間からあふれ出る楽しそ

うなそして充実したクラブライフ、そんな状況の中でも去っていかざるを得ない仲間がいることに深い

悲しみと寂しさを覚えます。思いとどまらせるだけの力や思いやりを、自らにそしてクラブに蓄えられ

るよう努力することが今こそ一人一人のメンバーに望まれるところでしょう。

すでに西日本区では次期の役員がすべて確定し、一堂に会した研修会もハードな日程をこなして成功

裏に終えています。各部で多少の温度差はあるものの、十分に計画を練り上げ次期に向けての準備が始

まりました。ついつい今期は終わったような気分になってしまいますが、まだまだ道半ば。部でもチャ

リティーの冠をつけた様々な行事が目白押しですし、各クラブでも支援先への奉仕活動や独自のそれぞ

れのＹＭＣＡサービスに対する準備や参加に力を注いでいかれると思います。是非ともその素晴らしい

内容が伝わる報告書を速やかに提出いただいて、元気な京都部をアピールしていただきたいと思います。

また、3月末は各種献金の締めとなります。せっかくの努力が正しく評価されますよう、期日までに送

付されることをお願いします。一人一人の小さな志が、西日本区や国際の活動にどけだけ大きな力とな

っているか、そのことを一人一人にフィードバックされることが大切です。資料を有効に活用して、メ

ンバーの皆様に周知していただくこともリーダーの務めと思います。あと半期の遠い道のりを確かな道

のりとしていただきますように。

－1－

２００８～２００９　　ワイズメンズクラブ国際協会　西日本区 

京都部部報 京都部部報 
BULLETIN　　　　第2号／２００９.２ 発行 



－2－

次期部長 山中　將平
次期書記、会計、事業主査を輩出して頂

きました各クラブの皆様に御礼申し上げま
す。下半期に入ると藤田部長、現役員の皆
さんはゴールが見えてきているようです
が、次期にとっては西日本区次期役員研修
会を終え、本格的に準備を進める重要な時

となります。前期、今期の京都部運営を参考に部長としての
基本方針をほぼ固め、次期京都部役員の皆さんがそれぞれの
立場で方針をお考えいただいております。幸いなことに次期
役員も今期同様、意欲のある方ばかりで、次期への明るい兆
しも見えてきました。引き継ぎまでの期間に京都部の運営を
更に学び、次期役員の皆さんと充分協議、準備を重ね、ＹＭ
ＣＡ、京都各クラブの運営への協力、サポート体制を整えた
いと思います。各クラブ次期会長、三役、委員長の皆様には
事業方針、計画等ご提出をお願い致しますが、ご協力の程、
よろしくお願い致します。

直前京都部部長 新山　兼司
藤田部長のリーダーシップのもと、京都

部役員の皆様のお働きにより下半期へと導
いて頂くことが出来ました。直前部長とし
て、藤田部長の活動をサポートすることは、
もちろん部内のクラブ、事業主査の活動を
円滑に推進して頂くための協力を積極的に

する事が、私の役目だと自覚しています。
「意識をもって活動に参画しよう！」－５５５実現に向け

て－の主題に合わせ、京都部の皆様の活発な活動に参加して
行きたいと思います。
下半期の事業についても、各クラブ会長が期首に揚げた目
標を最後まで推進し、クラブを盛り上げて頂く事が京都部の
発展につながると確信致します。
下半期を皆様と一緒に楽しく活動しましょう。

監事　大槻　信二
前半期を終えた今、振り返ってみると部

役員会・部主催各事業において、部長主題
である「意識をもって活動に参画しよう！」
は、ほぼ実践されていたのではないかと思
います。毎月開催される役員会においても、
区からの情報伝達、議案審議、協議事項が、

明確に区別され運営されていました。又、今期の新しい事業
としての、京都ＹＭＣＡリーダーを対象としたグローバル・
コミュニティースタディープログラム。選考も終わり、実施
を待つばかりです。４月に予定されているＹＹフォーラムで
の報告が楽しみです。今期から部ホームページにおいて、部
長・主査の皆さんが、blogという形で、コミュニケ－ション
をもたれる様になりましたが、後半期には、より多くの情報が、
発信されることを望むと共に、次期への確実な引継ぎが出来ま
す様、助力をして行きたく考えています。

Ｙサ・ユース事業主査　上原　　康
京都部13期が始まり、早６ケ月が過ぎま

した。今期Ｙサ・ユース事業主査をさせて
頂くこととなり、京都部の役員として私自
身不安な出立となりましたが、藤田部長は
じめ役員の皆様のご指導の下、少しずつで
すが、京都部全体が見えるようになって参

りました。
また部長公式訪問では６クラブへ随行させて頂き、各クラ

ブ会長様そしてメンバーの皆様にも温かく迎えて頂き感謝い
たします。前期はリトリートセンター夏季・秋季ワーク、サ
バエ開設ワーク、オータムフェスタ、国際協力街頭募金など
多くの活動が行なわれ、皆様のご協力により無事終わること
が出来ました。各クラブの積極的な参加と、個性あふれるＹ
サ活動への取り組み、そして感動をじかに感じた半期となり
ました。
新しい年を迎え残り半期、車椅子駅伝、チャリティーゴル
フ、ＹＹフォーラム、夜桜フェスタ、かもがわチャリティー
ランとまだまだ多くの活動が行なわれます。どうかこれから
の半期も前期と同様に、Ｙサ活動へのご理解とご協力をお願
い致します。

地域奉仕主査　山田　隆之
京都部各クラブのメンバーの皆様には上

半期に開催いたしました、京都部地域奉
仕・環境事業懇談会、地域奉仕・環境事業
アンケート、環境マラソン、「こどもエコ
ライフチャレンジ推進事業」見学会、国際
協力街頭募金・ワイズデーの各事業に参

加・協力頂き大変感謝いたしております。これらの事業で京
都部の皆様とふれあう機会を得た事が主査をさせて頂き一番
の喜びになりました。また、各クラブの心温まる事業を理解
しワイズメンクラブの“素晴らしさ”を再確認することがで
きました。
地域奉仕事業は奉仕クラブの根幹となる活動で、我々の存
在意義が問われる事業であると感じております。下半期にも
京都クラブの皆様にお世話頂き、第6回京都部チャリティー
ボウリング大会、「ロールバックマラリア」をテーマにした
第二回ワイズデーの開催等わたし達の存在を発揮できる事業
を予定しておりますので、一層のご協力お願いいたします。

EMC主査 高田　敏尚
いま、後期の半年報をみています。京都部
では前期の会員数が458、それに対して後
期は452です。「京都部５５５」の大目標を
たてていますが、まだまだ実現にはほど遠
いは状態です。アメリカでも白人ではない
大統領を選ぶ時代です。キング牧師が「I

hava a dream」といってから何年が経ったでしょうか。夢
を忘れては理想を追求できません。この夢を実現させる方途
を探さねばなりません。クラブが活発に動いているときは、
クラブのメンバー１人１人が輝いていると思います。そのよ
うな魅力あふれる個々のメンバーシップが、人を集めクラブ
を強めていきます。個性をもつ多様性を認め合う、そして多
様性を乗り越えたうえでの連帯ってどんなにすばらしいこと
でしょう。後期が始まります。メンバーが元気をだして、そ
して笑顔でクラブライフを楽しむとき、メンバー増強は自ず
とできていくでしょう。

ファンド事業主査　川嶋　宗男
ファンド主査を拝命してから、早いもの

で半期が過ぎました。主査として、各クラ
ブまた京都部に対して貢献できているだろ
うか、と顧みつつ、これまでの反省を下期
への意欲にかえて実行に移していきたい
と、思いを新たにしています。

上期はおもに部長に随行して「切手きりの川嶋です」「使用
済み切手を切りながら親睦・交流のきっかけづくりとBFフ

役員・事業主査 下半期に向けて 
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とご支援を頂きましたこと本当に感謝しております。メネッ
ト研修会に始まり、京都部メネット会長会、合同メネット会
の開催、そして各クラブのメネット会にも参加させて頂きま
した。メネット会のあるなしは関係ありません。クラブの中
で是非いろいろな活動に参加してください。このチャンスを
活かしてください。もっと楽しいワイズライフが待っている
と思います。それを実感している私はとても幸せです。まだ
まだわからない事ばかりですが、あと半年ご協力、ご支援宜
しくお願いいたします。

統括連絡主事代行　総主事 神D 清一
上半期を皆様のご協力のお蔭で無事終え

ることができましたことを心より感謝申し
あげます。また、下半期には、青少年育成
のための研修施設であるリトリートセンタ
ーの夜桜フェスタ、障がいのある子ども達
のためのインターナショナルチャリティラ

ンなど、京都部各クラブのご支援がなければ開催できない活
動が続きます。ＹＭＣＡとワイズメンズクラブが担う公益事
業がますます充実することを願い、「共に生きる社会への変
革」を目指しＹＭＣＡ運動、ワイズ運動を推進していきたい
と存じます。これからもご協力ご支援をよろしくお願いいた
します。

書記　谷口　　豊
何とか上半期を大きなトラブルもなく無

事に書記業務を終える事が出来ましたの
も、皆様方の温かいご協力とご支援のおか
げと厚く感謝申し上げます。京都部の各ク
ラブ会長の皆様や役員の方々のお話しやお
人柄にふれ、クラブ枠を越えた交流をはか

らせていただきました。各クラブ・各人それぞれの思いや使
命感を持ち、素晴らしい活動をされているなと再確認させて
いただきました。
残り半年、まだまだ重要な事業が続きます。また下半期も
皆様のご協力を得ながら書記業務を頑張りたいと思いますの
で何とぞよろしくお願い申し上げます。そして次期へとしっ
かりと引き継いでまいりたいと思います。

京都部事務局長　中西　康晴
部長主題（意識をもって活動に参画しょ

う）！－555実現に向けて－を掲げ半年過ぎ
ましたが、下半期も積極的にアピールをし
ていきたいと思ってます。
上半期の助走で下半期の成果を京都部の

ワイズに関わる皆様が一丸となって500の
壁を突破したいです。

京都部会計　島本　浩晃
今期も半年が過ぎましたが、各クラブの

皆様方には部費納入を始め京都部の運営に
ご協力いただきましてありがとうございま
す。この半年間、京都部での活動を通じて、
今まで自クラブの中だけで感じていたもの
とはまた違ったワイズメンズクラブでの

様々な勉強ができたと感じています。まだ、半年間あります
ので、また新しい発見、出会いがあることを楽しみにしてい
ます。今後ともよろしくお願いします。

ァンドの理解を深めてください」「切手きりの会を今期1回は
各クラブで開催してください」と、みなさんにアピールして
きました。我われは国際クラブのメンバーである事を再認識
し、BF事業へのさらなるご協力を賜りますようお願い申し
あげます。また、3月が強調月間であるEF(国際ワイズダム発
展のため積立金)・JWF（西日本区ワイズ運動の奉仕活動支
える基金）もご理解とご協力をいただきたいと思います。
BF・EF・JWFの現金・BF切手はいずれも3月末日が締め

切りです。締め切り厳守で西日本区へ送金・送付いただきま
すようお願いいたします。お忘れなく！

京都部交流事業主査　森田美都子
最初に不慣れな交流主査にこの半年間温

かくアドヴァイス、お導き頂いた京都部部
長を始め各役員、そして相対させて頂いた
各クラブのメンバーの皆様方に御礼申し上
げます。
７月期始めに全クラブ委員長さんに向け

アンケート実施。様々な活動事業報告をいただきました。部
長随行にはその資料を元につたないスピーチながら私自身が
色々な各クラブさんの有り様を学ばせていただく期でもあり
ました。８月にセンチュリークラブ片山亜紀コメットの
STEP壮行会。カナダのオタワクラブを中心に約３週間の留
学。９月に無事元気に帰国され11月のメネット例会で貴重な
そして目一杯楽しんで来た亜紀コメットの報告会がありまし
た。11月23日に今期初の九州部熊本東クラブとのDBC締結が
めいぷるクラブ25周年式典席にて執り行われ栄えあるステー
ジ上でしっかと見届けさせていただきました。同日、同ホテ
ルにてIBCトライアングルミーティングが開催され参加させ
ていただいた事も報告すべき主査事業でした。
後半期既に日本初のウエストペンタゴンDBC締結、プリン
スクラブDBC締結も決定しており京都部は後半も動きを怠ら
ない活力あふれる期となるでしょう。

広報事業主査　村澤　功三
広報主査として、早くも半期が経過しま

した。上半期には、｢京都部ホームページ｣
及び三条ＹＭＣＡロビー設置の｢京都部広
報板｣の案内を行い、各クラブ殿のアピー
ルや事業案内等に利用活用していただくよ
う推進しました。８月には、前々期から継

続の｢京都部ＨＰアンケート｣を実施しました。11月には、地
域奉仕環境事業で開催の｢ワイズデー｣（国際協力街頭募金）
に協同参画しました。
下半期に向けては、引続き各事業主査殿と協働して広報活
動を行ってまいります。また、各クラブで実施されている広
報活動やクラブ紹介のリーフレットを調査収集し、京都部Ｈ
Ｐ等で紹介してまいります。広報の原点は、ワイズメンひと
りひとりが広報版であり広報マンであることだと考えます。
ワイズの存在と活動を世間により広くひろめるため、ひとり
からでもできる広報活動を推進してまいります。
あと半期ですが、引続き京都部の皆様方のご協力をお願い
申し上げます。

メネット事業主査　松村　智子
7月からのこの半年、さまざまな活動・

事業に追われあっという間に過ぎたという
のが実感です。その中で、多くのメネッ
ト・メンに出会い、改めてワイズの素晴ら
しさに気づき、皆様からたくさんのパワー

役員・事業主査 下半期に向けて 
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京都ワイズメンズクラブ会長 金澤　市郎
①祇園祭夜店 7月16日、三条YMCA前にて開店、延

べ約３０名が参加。売上金10万円をYMCAへ運営寄付

金として寄贈できた。 ②リトセン秋季ワーク 9月7日、

10名が参加。個人の草刈機4台を持ち込んでグラウンド

を担当した。 ③国際リーダー・留学生交流プログラム

の支援 9月13日、10名が参加。我々ワイズメンと交流

を行うのではなく、プログラムの手助けを主眼にあくま

で縁の下の力に徹して支援。すいか割りの余興も提供し

た。 ④9月27日、NPO法人チャームが行うHIV/AIDS

感染者とその家族を対象にした「多文化キャンプ2008」

の活動を支援し、好評を得た。 ⑤韓国語講座 10月9

日から実施し継続中。メンバー12名に加え、外部よりメ

ンバー増に向けた2名参加。 ⑥ジャガイモファンド

10月18日、19日に実施。色々な活動資金を得るため1400

ケースを販売した。 ⑦国際協力街頭募金 11月2日、

10名が四条河原町の交差点で2組に分かれて実施した。

⑧オータムフェスタ 11月16日、２３名が参加。今年は

初メニュー・豚マンを提供、早々に完売できた。 ⑨

YMCA電飾 11月23日と30日、三条通りの玄関上にイル

ミネーション、またロビーをクリスマスツリーなどで飾

り、道行く人々にYMCAの存在をアピールできた。

⑩いのちの電話チャリティーコンサートの支援。11月30

日　受付でチケットの販売などを支援した。 ⑪ダンス

パティー 12月7日、YMCA地下マナホールにおいて実

施。リーダーや外部からも含め50名が参加した。 ⑫ロ

ビーコンサート 12月17日、京都大学・弦楽四重奏団に

よる演奏を実施し、YMCAが身近な存在であることを

感じてもらえた。 ⑬ラジオカフェ 毎月第3日曜日に

放送。今期はYMCAが行っている事業の紹介や京都ク

ラブが支援している事業の先方の担当者に出演していた

だいている。

それぞれの事業が「意味のある事業」なので、後半も引

続きメンバー各位の協力の下、確実に実施して行きたい。

福知山ワイズメンズクラブ会長 小林　　稔
７月22日、23日第23回クリーン弘法川&魚つかみ大会

を実施し、YMCA会館前を流れる弘法川が以前は川沿

いに雑草が茂り、粗大ゴミや空きビン空き缶等が捨てら

れて汚染されつつあるので、ワイズ、YMCAが地元の

自治会、子ども会と一斉清掃し、自然環境を守ろうと提

案し毎夏大人、子ども達も一緒になって厳しい暑さの中、

草刈り、ゴミ拾いに汗を流しながら奉仕活動に努め今日

にいたっています。今ではこの活動が浸透し府をはじめ

企業等も協力を得て水清き川となり、翌日には魚つかみ

大会を開催し、地域のふれあいの場となり人との絆のつ

ながりが深くなっています。近い将来〔蛍〕飛びかう美

しい町にと望んでいます。７月29日は国際交流ふれあい

祭りに参加し、市内に在勤、在学中の方々と集い、外国

文化を学び、日本の文化を伝えお互いの異文化を学び知

る良き機会でした。

11月例会は、綾部資料館館長をゲストスピーカーに招

いて由良川流域周辺の古墳から出土された装飾の品の

〔まが玉〕、〔耳飾〕、〔首飾り〕等の出土品を鑑賞し、〔ま

が玉〕は１万年前ものむかしの縄文時代から1500年前く

らい前まで使われていて〔まが玉〕の由来は動物のキバ

に穴をあけた装飾品から生まれた説、人の胎児や魂の形

を表した説などなど、不老不死を込められている話に古

代人のロマンに感動し、いにしえの美しい輝きを保って

いる装飾品には古代人の生活の知恵と高度な技術に感銘

を受けました。

12月例会のクリスマス祝会にはメンバーが知人、友人

各クラブ会長 上半期活動報告 
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を誘って会員増強をめざして開催し演奏と歌の楽しいひ

とときを持ちました。

福知山クラブは、メンバーは少人数で平均年齢は高く

なっていますが、地域に密着した活動をしています。し

かしながら新メンバーを迎えなければクラブの発展は望

めません。後期に向けて親睦を深め良きゲストを招いて

視野を広めて会員増強に努めたいと思います。

京都パレスワイズメンズクラブ会長　田中　一馬
本年度は新しい奉仕事業の柱を作って行く必要がある

と感じ上半期ではその必要性を各委員会で議論してもら

いました。例会でのスピーチもテラルネッサンス鬼丸氏

の国際奉仕の話や京都YMCAの国際奉仕の取り組みな

どを取り入れ、将来的なパレスクラブの新しい奉仕事業

のヒントになればと考えました。下半期には具体的な事

業内容などの議論を行うために「新事業検討委員会」を

スタートさせる予定です。

また、今期は新しい試みとして行った事業もありまし

た。地域奉仕環境事業委員会で、「和敬学園生の職場訪

問」と「エコバック販売」を行いました。和敬学園生の

職場訪問は、普段ワイズのおっちゃんとして接している

我々メンバーの職場を訪問することにより、我々メンバ

ーとの親睦を深め、世の中にはいろいろな職業があるこ

とを勉強してもらいました。エコバッグ販売は環境マラ

ソンの一助となるようにファンド委員会と協力しながら

地域奉仕環境委員長自らがデザインしたエコバッグを販

売しました。メンバーの理解と協力のもとたくさんのエ

コバッグが売れました。また、新事業ではありませんが、

藤田京都部長の要望により３クラブ合同例会をトゥービ

ークラブ・ウェルクラブと行いました。当日は我々の

DBCである東京グリーンクラブからも例会訪問を受けた

くさんのメンバーで盛大な例会を行うことができました。

また、恒例の事業も例年通りしっかりと行われました。

じゃがいもファンドでは今年はお米の販売を行い前年度

を上回る収益を達成しました。サバエ開設ワークではパ

レスキャビンの周りの草刈りを行い、リトセンオータム

フェスタでは雨の中たこ焼きを行いました。各事業とも

とても充実したものとなりました。下半期も引き続きが

んばっていこうと考えています。

京都ウエストワイズメンズクラブ会長 山下　太郎

アッと言う間に上半期が過ぎいよいよ後半に突入した

わけですが上半期の報告を致します。

今期は委員会を２つにし第１委員会にはブリテン、ド

ライバー、ＥＭＣ、交流、広報をそして第２にはＹサ、

地域奉仕、ファンドの各事業を担当していただきました。

これにより少なくとも７～８名の委員会メンバーが常に

活動できる体制にし各委員会の活性化を図りました。

これにより委員会活動は両委員会とも毎月開催された

ようになったと思います。講師を呼んでの例会を２度開

催し鬼丸昌也氏、江崎久美子氏のご講演いただき、アフ

リカの内戦による子供の実態、エイズの問題について学

びました。ワイズはＹＭＣＡをサポートすると言う大前

提の基もっとＹＭＣＡを知ろうと言う観点からリーダー

との交流を今期は積極的に持ちました。10月には一泊例

会をリーダーと共にリトセンで開催し、12月にはリーダ

ーを招いての例会を実施しました。また地域奉仕の一環

としてサポートしている平安徳義会の職員の方との交流

として８月に納涼例会またバーベキュー大会の開催を行

いました。

各クラブ会長 上半期活動報告 

職場訪問
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また10月にはウィングクラブとの合同例会を開催し交

流を図りました。ＤＢＣとして西連合（大阪西、神戸西、

東京西、京都ウエスト）の４クラブでバーベキュー大会

を今年も行いました。

他に西山竹林再生の勉強会を実施しメンバー全員が竹

林の現状を知るべく実際に再生活動に参加しておりま

す。ＥＭＣにつきましては１月の合同例会において新たに

２名の入会者があり目標に向って進んでいるところです。

いよいよ後半にはＩＢＣの交流会を台湾で行います、

またアッというまに後半も過ぎ去っていくと思いますの

で気を引き締めて臨みたいと思います。

京都めいぷるワイズメンズクラブ会長 松尾　隆正

上半期は、めいぷるクラブにとって25周年事業が一番

の事業でした。

今期は“未来に向かってパス”という主題を掲げ、25

周年から30周年、50周年へとクラブとしての“パス”と、

環境問題を考えて自分達の子供や孫、子孫への“パス”

の両面からのクラブ運営を行っています。

まず、環境問題への取り組みとして、上半期は2名の

ゲストスピーカーにお話をして頂きました。

１人目はＮＰＯ法人環境市民代表理事の■本育生様に

「環境問題について」と言う事で、家庭で出来るエコ活

動や、食べ残しやコンビニ弁当などの廃棄処分がかなり

環境問題に大きな影響を与えている事のお話しをして頂

きました。

2人目は世界学生環境サミットin京都の実行委員長の

上杉祐都様（同志社大学3回生）に学生レベルでの環境

への取り組や、各大学等でのエコ活動のお話しをして頂

きました。

そして、上半期のメイン事業は25周年記念事業です。

この事業の為に昨期の後半から準備を進め、11月23日の

記念例会が成功裏に終わりホッとしております。また、

ご参加下さった皆様には深く感謝しております。ありが

とうございました。

また、熊本ひがしクラブとのＤＢＣ締結が実現した事

を大変嬉しく思いますし、今後の交流がとても楽しみで

す。お互いのクラブがより良い関係を築き、発展してい

ける様になれば最高です。

最後に、上半期最後の事業として、4クラブ合同クリ

スマス例会（トップス・プリンス・ウェル・めいぷる）

25周年の事もあり他のクラブにおんぶに抱っこに成りま

したが総勢130名で楽しく合同例会が出来て良かったと

思います。

上半期はとても活発な活動が出来ました。下半期も負

けない位活発な活動をしたいと思っています。

京都キャピタルワイズメンズクラブ会長 香山　章治
ＹＭＣＡ・ユース事業委員会

１．リトセン夏の準備ワーク　2008年6月29日（日）

ワーク内容：バーベキュー場周辺の地面地ならし。

地ならし用資材（砕石）は他クラブの提供。

電気配線に伴う地面堀。

蛍光灯設備。

２．青い空と白い雲のキャンプ　2008年8月23、24日

YMCAサバエキャンプ場

参加者：２名 ：￥20,000 香山会長より贈呈

３．リトセン秋の準備ワーク　2008年9月7日（日）

ワーク内容：ファミテージ～果樹園周辺･本館清掃

４．国際協力街頭募金･ワイズデー　2008年11月2日（日）

当日、25周年例会後のIBC･DBCプログラムの交流

があり不参加となりましたが､山田隆之京都部地域

奉仕・環境事業主査が参加されました。

各クラブ会長 上半期活動報告 
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５．京都YMCAリトリートセンター　オータムフェスタ

2008年11月16日（日）

６．ユースワンコイン募金箱への協力

内容及びの意義説明を行いメンバー各位に理解を

得て募金をお願いする。10月第一例会より実施し、

只今継続中。

地域奉仕･環境委員会

１．ふれあい広場　2008年9月28日（日）

２．ベテスダまつり　2008年10月13日（月･祝）

３．CO2削減プロジェクトの実施　

４．環境マラソン　11月より参加宣言　

５．ロールバックマラリアへの協力　2008年12月2日（日）

交流事業委員会

１．DBCとして懇談会:ウェスティン都ホテル　2008年

11月1日（土）

観光:比叡山永暦寺～ミシガン周遊 2008年11月2日（日）

ゴルフ：日清都カントリークラブ 2008年11月2日（日）

ファンド事業委員会

１．月桂冠お酒ファンド　2008年9月28日（日）

２．名刺ファンド　2008年10月13日（月･祝）

３．ジャガイモ･カボチャファンド

＊上半期はクラブ設立25周年記念事業を中心に多くの事

業が、メンバー協力のもと、スムーズに終えられたと思

います。下半期も合同例会･ＩＢＣ(韓国ベゼルクラブ)西

日本区大会など盛りだくさんの事業がありますが、一生

懸命、そして楽しく進めてまいりたいと思います。

京都プリンスワイズメンズクラブ会長 廣井　武司

ここ数年続いていた会員数の減少に会員全員が危機意

識を持って対応してほしいと願ってスタートして半期が

過ぎました。

前期の西村会長期からの継続した課題です。例会やその

ほかの機会に幾度アピールをしても、敏感に対応してくれ

るメンバーもあれば、まったく無関心のメンバーも…人ぞ

れぞれで、心ひとつにまとめることは大変なことです。

半期の会員数は一名減、一名増で変化なしです。

奉仕クラブとしてYMCＡに対する奉仕、地域社会に、

環境に対する奉仕活動の質を落とすことなく、しかし今

季はその中心をあくまでクラブ奉仕と考えて、ドライバ

ー、EMC委員会に25周年に向かっての夢委員会を新設

して、クラブの目的意識を明確にする提言を研究しても

らいました。

そんな中で11月に企画されたEMC100人例会はゲスト

32名、メネット、コメットを巻き込んで意義ある例会が

持てました。多くのメンバーがメンバー候補となるゲス

トを帯同し、プリンスクラブやワイズダムのアピールを

することが出来ました。

その結果、後期には数名の新会員を迎えることが確実

になりました。

なぜ、会員増強にこんなに力を注ぐのか？と疑問に思

われる人もおられるかも知れません。

しかし、5年後、10年後を考えた時、まず「人」であ

ることは明確です。今、私たちのしている奉仕の業を引

き継いでくれる人を仲間に迎えなければ、クラブに未来

はないのです。いくらいいことをしていても、いつか誰

かがやってくれるという保証は無いのです。手を出して

迎え入れなければ理解は得られません。

今期もあと残された期間を、より強い奉仕活動がで

きる体質にするべく、クラブ奉仕に力を注いでまいり

たいと考えています。

京都センチュリーワイズメンズクラブ会長 赤松　悦治

各クラブ会長 上半期活動報告 



－8－

今期サブテーマの「参加しよう。楽しもう。広げよう」

を実行すべくスタートしました。クラブ内活動として重

要な委員会運営ですが、親睦を第一義としながらも幅広

いメンバー及びメネットの参加できるような、又ゲスト

も含めてＥＭＣに繋がるような委員会を目指し各委員長

の独自性に任した企画運営をお願いすることになりまし

た。７月のＹサ委員会主催で「リトセン一泊Ｙサ研修会」

を皮切りに８月は広報委員会主催「大文字送り火鑑賞ブ

リテン委員会」、10月はファンド委員会主催「ファンド

研究会」、11月は広報主催「紅茶を嗜む会」と、これら

は京都部長主題の「意識をもって活動に参画…」の意義

に沿った活動の一環と確信します。それぞれ委員長独自

の目的と責任に基づいて企画運営にあたり、例年より多

くのメンバー、メネットの参加が得る事が出来ました。

今期は西日本区のユース短期交流事業の一つとして、

８／22－９／11にかけてカナダのオタワクラブをはじめ

キングストン、オーエンサウンド、トロントの各クラブ

にＳＴＥＰ生として我がクラブの片山コメットが訪問い

たしました。八月の納涼例会において小幡西日本区事業

主任を始め京都部からは森田交流主査、松村メネット主

査をお迎えしてＳＴＥＰ壮行会、更に帰国後にはメネッ

ト例会においてＳＴＥＰ報告会を開催致しました。

地域奉仕事業として白川学園のサポートも20周年目を

迎えます。今年の夏祭りは昨年に続きフランクフルトを

焼きました。今年は井上副園長を例会講師にお招きし学

園の現況などの勉強会を踏まえるなど地域奉仕の基本に

たちかえって白川学園の奉仕をさせていただくことが出

来ました。今後に残された課題は、参加者を増やすこと

に尽きると思います。

京都ウイングワイズメンズクラブ会長 今村　隆宏
22期はいきなり6月26日ギブキッズ病院コンサート

（府立医大）のサポート、28日の障がい児社会福祉協会

プール開設ワーク、29日のリトセン夏季準備ワーク。7

月3日のキックオフ例会を迎える前にスタートを切った。

7月の6日、13日、二週に及ぶサバエキャンプ場開設ワー

クでの竹を伐採して塀を作る作業は、かなりの猛暑で本

当にきつかった。8月23、24日青い空と白い雲のキャン

プでは、病気の子供達と過ごせた2日間は、各病院の先

生方を中心とした医療チームと京都YMCA、学生リー

ダー達の協力で安全にプログラムが終えた事に感謝する

とともに、この2日間、

自生活に感じない特別な

感動を幾つも頂いた気が

する。そして22期がスタ

ートし事業に追われる中

で、同時に準備を重ねて

来た事が京都部部会の開催である。

実行委員長をはじめ、ウイングクラブ全てのメンバー

とメネットが一丸となって、9月14日第13回京都部部会

が開催された。本来、部会とは京都部メンバー全てのも

の、『共に楽しむ』を再確認し、17クラブ全ての会長が

快く？・・・参画して頂き、本当にすばらしい部会が開

催できたと思います。私自身『元気ですかー！！！』と

『ダー』が脳裏に残っていますし、あの仮面を見ると、

良くやったよなーと自画自賛しています。京都部のメン

バーのみならず、他部からも沢山のご参加を頂いた事に

本当に感謝申し上げます。

９月の衣笠授産所バザーのサポート、リトセン秋季準

備ワークが続きほっとする間もなく秋から12月までのプ

ログラムを消化していった気がする。あと、半年！時間

がない。上半期メンバー数2名減の現状を受け止め、も

う一度クラブの為に、メンバー全員で語り合い、メンバ

ー増強に向けて努力いたします。

京都洛中ワイズメンズクラブ会長 荒木　恒夫
洛中クラブでは昨年度20周年の節目を迎え幾つかの特

別な事業を計画、実施しました。又来年度は、京都部部

長を輩出し京都部部会のホストの大役を担う事になりま

した。その為、丁度谷間となった今期は例年行っている

定例事業をこなすだけの消極的な年になったと言えま

す。その代わりメンバー増強に力を入れるべく事業計画

や、委員会の人事に工夫をしましたが、今のところその

効果は出ていません。引き続きEMCを意識した活動を

各クラブ会長 上半期活動報告 
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行いたいと思います。今期の事業は例年通りサバエキャ

ンプ開設ワークで始まりました。７月13日（日）８名の

メン、メネット参加で昨年に引き続き主にアーチェリー

場の整備を担当。キャンプ場整備協力金と、アーチェリ

ー用具のメンテナンス、矢と的紙の補充を実施致しまし

た。同月16日（水）の祇園祭宵山には三条YMCAの前

で昨年に引き続き模擬店を出店し、ポップコーンとカブ

ト虫を販売、収益金をYMCAへ寄贈。８月５日（火）

恒例行事の養護施設つばさ園の園児との花火大会を開催

し、松尾橋付近の河原でメンバー、メネット11名と子供

達、先生約３０名が暑さを忘れ花火に興じました。９月

７日（日）は、リトリートセンター秋のワークに４名が

参加し主に駐車場の草刈、整備に汗を流しました。10月

５日（日）ファンド事業の柱ワイズポテトの引き取り作

業にメン、メネ16名が早朝より参加。小雨の降る中めい

めいの車に積み込み早速協力頂いている方のところへ配

達に向かいました。例年通り10ケースをつばさ園に寄贈

致しました。11月はリトセンのオータムフェスタにつば

さ園児、職員計10名を招待メンバー４名でポップコーン

を提供しました。16日～18日には４名のメンバーがIBC

締結の台北大橋クラブを訪問。12月は20日（土）に三条

YMCAロビーコンサートに協力。京都市管弦楽団のメ

ンバー17名による素晴らしい演奏を披露頂き、ロビーの

椅子席がほぼ満席となりました。

京都エイブルワイズメンズクラブ会長 村田　信也
今期の主題「私が手本と言える行動をしよう」－今を

生きる証として－としました。

少人数のクラブですが、メンバーのそれぞれの努力に

寄りまして、例年以上の福祉施設に対する金銭的援助と

人的援助の充実、そして地域に密着した奉仕活動を行う

ことが出来ました。

特にファン

ド事業につき

ましては、ワ

イズ活動にご

理解いただき

ました皆様に

寄りまして、

とても多くの

ご協力を得ることが出来ました。その結果、福祉施設へ

の寄付は益々実りあるものとなって参りました。

宇治福祉祭りでは、長蛇の列を作ってお待ちいただき

ましたお餅の販売を通じまして、ワイズ活動の啓蒙と

YMCAの活動アピールなどが行えたと思います。これ

は地域では、「エイブルのお餅」との認識が定着してき

ている結果だと思います

Ｙサ事業につきましては、リトセンを中心とした活動

をして参りました。夏期準備ワークでは、不幸にも事故

がありましたが、クラブとしての奉仕活動と会員に対す

る安全と対外的な責任を改めて見直すきっかけとなり、

会員と対外的な賠償責任のあるボランティア保険に入る

事になりました。

例会は、毎月２回ありましたが、１回を役員例会とし

て参加回数を減らすことで会員負担の軽減を図りました

が、会員の積極参加の要望が高まりまして、下半期は通

常例会を増やすことになりました。通常例会にはEMC

例会を増やしていましたが、新入会員を増加には繋がっ

ていないのが残念なところです。今後益々努力して行く

必要があると思います。

また交流事業としましては、韓国の中都クラブへ4月

頃に訪問を予定しています。益々協力関係を充実したも

のにしたいと思っています。

各クラブ会長 上半期活動報告 
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通常上半期に事業が集中し下半期の事業は少ないので

すが、例年秋に行っておりました「森の中の音楽祭」を

今期は3月20日（金）にリトセンに於きまして開催しま

す。地域の皆様にリトセンのアピールを主眼として開催

していますが、年を重ねるごとに参加者が増えて参りま

した。前期までは、あくまでも一般の皆様を主体として

企画して参りましたが、より充実した事業に高めるため

には、ワイズの皆様にも参加していただきまして、より

盛大なお祭りへと発展しリトセンとエイブルクラブの主

事業となり、よりリトセンの啓蒙活動に発展できればと

思っております。

また改めてお知らせいたしますが皆様の参加を心より

お待ちいたしております。

最後に西日本区大会へは、クラブ例会としまして全員

参加を目指しています。

京都グローバルワイズメンズクラブ会長 紺谷　昌丘

前期を無事乗り切れたのも、三役・委員長・メンバー

のおかげです。

６月下旬のリトリートセンター夏季準備ワーク事業に

始まりました。

我がクラブからYMCAサービス・ユース事業主査

（上原）の最初の行事でスタートしました。クラブも力

が入りました。

10月８日（水）は第１回EMCオリエンテーションを

開催しました。新メンバーを交え皆さんとクラブのあり

方や方針について話し合いました。11月第１例会（バザ

ー例会）を高樹会館で開催しました。

多くのメンバーの協力で商品が集まりました。地域奉

仕委員の皆様そしてメンバーの皆様ご苦労様でした。

11月16日（日）は、我がクラブがサポートしている社

会福祉法人修光学園の学園祭のお手伝いをしました。一

日肌寒い日でしたが地域奉仕委員と朝の早くから準備を

初め、屋台の方では焼きそばを担当でメンバーが腕を振

るいました。クラブで用意したあてものコーナーと福引

を用意させて頂きました、あてものコーナーではたくさ

んの方がこられ予想以上の盛り上がりでした。又福引大

会では楽しい時間を過ごさしていただきました。

12月末には、もちつき大会を開催しました。準備も早

くから初め　８時すぎには、付き始めました。30キロの

もち米を昼までに付き終わりました。たくさんのメンバ

ーが参加され楽しい一日を過ごしました。

まだ半期が終わったところです。これからもメンバー

と一丸となって新たな行動を、みんなで行っていきたい

と思いますので、どうぞ宜しくお願い申しあげます。

京都みやびワイズメンズクラブ会長 北村　栄司郎
１年間を通してワイズ活動へ積極的に参加し、メンバ

ー増強、ノンドロップ、例会出席100%を目指し、地域

奉仕・環境事業のHIV・AIDS、ファンド、YMCAサー

ビス事業協力を行う。7月のキックオフ例会の恒例とな

っているビールによる乾杯で場が和んできた。

私の所信表明の主題、育てよう　未来にむけて　「み

やびクラブの将来ニューメンバー、若手メンバーの活躍

期待」の後、各事業委員長の抱負、ニューメンバー古村

恵子ワイズ、橘雅恵ワイズ両名のスピーチで将来のみや

びクラブの光明を見た思いである。

６月の最後の日曜日は、例年通り京都YMCAリトリー

トセンターの夏期準備ワークが今期私の期の最初の行事

としてみやびクラブも参加、７月サバエ開設ワークはク

ラブ上げての大勢参加、みんな暑さでダウン、みやびク

ラブの使命を果すためラストスパートなんとか達成した。

各クラブ会長 上半期活動報告 
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８月は、納涼例会ここ数年納涼例会の当日気象状況が

不安定で今回は木屋町モリタ屋に於いてエアコン入れて

室内例会、8月初めサポート先の鴨川を美しくする会納

涼が開催協力する。

９月はリトセン秋の準備ワーク、サバエキャンプ場開

設60周年。みやびクラブでは手羽先とジャガイモのロー

ズマリーの香草焼き、鯛と里芋秋の味覚の松茸ご飯と栗

ご飯を振舞った。年に一度の京都部部会開催、第一部～

第三部構成で、テーマ「京都部500の壁」スライドも交

えて討論が行われた。

10月京都部部長公式訪問「意識を持って活動に参画し

よう」よりワイズメンである意識が時代のニーズに合っ

ているかクラブ事業のチェックを意識する、会員増強は

なぜ必要かを意識する。部長職は本当にご苦労だと思い

ます。鴨川合同クリーンハイク鴨川五条大橋～鴨川塩小

路橋間。

11月西日本区EMC主任阪田民明ワイズ出席、西日本

区現状を報告、京都部500の壁にはまだ遠い感じメンバ

ー全員が増強にむけ協力すべきである。昨年（前期）よ

り１名減。

京都トップスワイズメンズクラブ会長 平間　正昭
もう半分終わった？

まだ半分残ってる？

各クラブの会長さんに

は色んな感想があるこ

とでしょう。

トップスは『ぐんぐ

んハウス』への奉仕活

動、リトセンでのカレ

ー作り、伊賀上野や金

毘羅さんへの親睦旅行

にメネット会長主催の

陶芸教室やIBC締結先

である韓国西面クラブサンへの訪問旅行に他クラブさん

とのクリスマスパーティーといつもより少し多めの行事

をこなしています。また京都部の行事や西日本区の行事

にＹＭＣＡのイベントと外に向かっての行事にもたくさ

ん参加させていただき、そんな中で「あと少しメンバー

が増えたらいいな～」と思えるのです。現在トップスク

ラブは２４名ですから３０名になったら一つの行事がも

っと楽しくもっと賑やかになってくるのにと思います。

『京都部の５５５』が進められていますがやはり『数は

力』と言う言葉がより骨身に感じる今日この頃。田中角

栄氏の伝記でも読んで私も新規入会者の発掘に心がける

ことにいたしましょう。

京都トゥービーワイズメンズクラブ会長 伊藤　　剛

「キーワードは『ヒト』～人から人へ伝えよう、広げ

よう！～」を会長主題に掲げ、人と人との出会い・関わ

り・思いやり…を大切にしながら活発に上半期が過ぎま

した。

その中でも、今期の最大のテーマでありますメンバー

増強につきましては、7月と10月に新メンバーをお迎え

することが出来、そしてまた1月にも入会式を控え、下

期も新しい出会いに期待を膨らませております。

10月に実施しました３クラブ合同例会では、他クラブ

の皆さんとの新たな交流が生まれたこと、そして同月の

ファミリー例会では留学生とYMCA国際リーダー、そ

してトゥービーメンバー・メネット・コメット総勢約70

名がリトセンに集い、新たな出会いの場を持つことがで

きましたことは、非常に有意義で刺激的な時間でありま

した。

交流事業では、長期に渡り交流が滞っていたタイバン

コククラブとも新たな動きがあり、また韓国安東クラブ

ともIBC締結に向けて着実に準備が進んでおり、２月に

は来京、３月とそして５月に執り行われます安東クラブ

40周年記念例会に訪韓し、締結式を執り行う予定で準備

を進めております。

下期もこれまでの経験を生かし、メンバー増強に力を

注ぎ、人との関わりを大切に、ますます活発で魅力的な

トゥービークラブにして行きたいと考えております。

各クラブ会長 上半期活動報告 

ライブの様子
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京都東稜ワイズメンズクラブ会長 高間　正夫
東稜クラブはやっと5期前半を終える事ができ、小さ

いクラブが全員の力を発揮して充実したように思いま

す。今期のテーマ「楽しいクラブライフ」のもとドライ

バー委員長の下に「落語の歴史、文化について」、「五環

生活のススメ」などの講演や「会員の手作り料理」での

クリスマス例会など楽しい、充実した例会を持ち、多数

のゲストを迎えることができました。又、Ｙサ委員長の

下にオータムフェスタでは「猪豚バーベキュー」、ワイ

ズデーには8名の参加でＹＭＣＡ三条本館前で国際協力

募金の活動も行いました。

毎月第2例会においては朝8時より、山科地域の歴史を

散策しながらのクリーン活動を継続して行い、地域の人

達から「ご苦労さま」のうれしい一言聞けます。クリー

ン例会は地域とのコミニケーションの第1歩として広げ

ていきたいと思います。

東稜クラブは、後期に2名の新入会員を迎えることが

でき、小さいクラブながらもピリとした活力のあるクラ

ブになってきましたが、まだまだ例会、委員会をもっと

活性化し、会員の意識向上をはかり頑張っていかなけれ

ばなりません。

そして、地域、ＹＭＣＡの取組、会員増強も25名を目

標として、一歩一歩前進していきたいと思います。

京都ウェルワイズメンズクラブ会長 永井　　剛
今期のウェルクラブは藤田京都部長のもと、川嶋ファ

ンド主査を輩出させて頂いておることもあり、藤田部長

のご提案である他クラブとの合同例会に積極的に取り組

んでいます。親クラブであるプリンスクラブの廣井会長

をはじめ、多くの他クラブの会長様にもご理解を賜り、

賑やかに開催できたことは必ず我がグラブの貴重な財産

となると信じています。

それでは、上半期のウェルクラブの主な活動について

以下に簡単にご紹介させて頂きます。

７月は13日にサバエキャンプ場の開設ワークに参加し

ました。リーダーと共にキャンプ場と浜を数え切れない

ほど往復し、子供たちを迎える準備のお手伝いをしまし

た。19日には部長のおられるウイングクラブと納涼合同

例会をしょうざんにて実施。とても楽しい夜となりまし

た。８月５日にはゲストスピーカーとして桑原仙渓先生

にお越し頂き華道のお手前を披露頂きました。そして、

８月23日24日は青い空と白い雲のキャンプのお手伝いを

しました。素晴らしい事業であり、継続して行きたい事

業ではありますが、自分達の人としての力量の不足につ

いて痛感させられる事業でもありました。９月は14日の

京都部会21日のサバエ60周年をそれぞれ例会としてメン

バー一同おおいに呑みました！　10月は第１・第２例会

それぞれを３クラブ合同例会として、ゲストスピーカー

のお話をお伺いしました。11月はリーダーとの交流例会

やリトセンオータムフェスタでは料理対決の試みに参

加。12月には５クラブ合同クリスマス例会も大盛況でし

た。その他にも、メンバーお誕生会やギブキッズのお手

伝いなど色々と楽しいことに取り組んでまいりました。

下半期は、この経験をいよいよ実にする作業に入りま

す。メンバーがウェルに魂を吹き込んで、新たなメンバ

ーを獲得し、次期５周年に向けて躍進できると信じてい

ます。

各クラブ会長 上半期活動報告 
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2008年9月1日に告示しました次々期部長立候補につ

きまして、立候補者がございませんでした。京都部部

則の定めに則り、所定の手続きにより京都グローバル

クラブよりご推薦のございました

阪田　民明ワイズに

次々期部長を、お勤め頂くことと決定いたしました。

山中將平次期部長のもと、2009～2010年度、京都部

を率いて頂く役員の皆様が決定致しました。

６月22日（日） 第１回京都部評議会

６月23日（月） 京都部EMC役員懇談会

７月４日（金） 第１回京都部役員会

７月15日（火） 公式訪問・京都キャピタルクラブ

７月23日（水） 公式訪問・京都トゥービークラブ

７月25日（金） 京都部メネット研修会　

８月６日（水） 公式訪問・京都トップスクラブ

８月８日（金） 第２回京都部役員会

８月20日（水） 公式訪問　京都グローバルクラブ

８月25日（月） 公式訪問　京都めいぷるクラブ

８月27日（水） 公式訪問　京都パレスクラブ

８月28日（木） 公式訪問　京都洛中クラブ

９月５日（金） 第３回京都部役員会

９月９日（火） 公式訪問　京都クラブ

９月14日（日） 第２回京都部評議会・第13回部会・部

メネット会

10月２日（木） 公式訪問　京都ウエスト・京都ウイン

グ合同

10月９日（木） 公式訪問　京都東稜クラブ

10月10日（金） 第４回京都部役員会

10月14日（火） 公式訪問　福知山クラブ

10月15日（水） 公式訪問　京都みやびクラブ

10月28日（火） 公式訪問　京都エイブルクラブ

11月１日（土） 京都キャピタルクラブ25周年記念例会

11月４日（火） 公式訪問　京都ウェルクラブ

11月７日（金） 第５回京都部役員会

11月23日（日） 京都めいぷるクラブ25周年記念例会

12月５日（金） 第６回京都部役員会

08－09上期京都部の歩み次々期部長決定

次期京都部役員体制

2009～2010年度京都部役員体制（敬称略） 

2009～2010年度各クラブ会長（敬称略） 

役　職　名 氏　 　名 
部　　長 
直前部長 
次期部長 
書　　記 
書　　記 
会　　計 
監　　事 
統括連絡主事 
Yサ・ユース事業主査 
地域奉仕・環境事業主査 
ＥＭＣ事業主査 
ファンド事業主査 
交流事業主査 
広報事業主査 
メネット事業主査 
 
 

山中　將平 
藤田　寿男 
阪田　民明 
太田　雅彦 
松本　忠正 
岡崎　保則 
新山　兼司 
　未　定 
金澤　市郎 
松谷　隆史 
高倉　英理 
飛田　幸男 
片山　吉章 
平野　雅幸 
西村　寛子 

京都洛中 
京都ウイング 
京都グローバル 
京都洛中 
京都ウエスト 
京都みやび 
京都トップス 
 
京都 
京都グローバル 
京都トゥービー 
京都めいぷる 
京都センチュリー 
京都パレス 
京都プリンス 
 

所　　　属 

ク　ラ　ブ　名 次期会長名 
京都ワイズメンズクラブ 
福知山ワイズメンズクラブ 
京都パレスワイズメンズクラブ 
京都ウエストワイズメンズクラブ 
京都めいぷるワイズメンズクラブ 
京都キャピタルワイズメンズクラブ 
京都プリンスワイズメンズクラブ 
京都センチュリーワイズメンズクラブ 
京都ウイングワイズメンズクラブ 
京都洛中ワイズメンズクラブ 
京都エイブルワイズメンズクラブ 
京都グローバルワイズメンズクラブ 
京都みやびワイズメンズクラブ 
京都トップスワイズメンズクラブ 
京都トゥービーワイズメンズクラブ 
京都東稜ワイズメンズクラブ 
京都ウェルワイズメンズクラブ 

小　峠　昌　徳 
西　山　昌　美 
隠　塚　　　功 
牧　野　万里子 
坂　下　昌　史 
瀬　本　純　夫 
金　丸　太一郎 
志　賀　昭　夫 
井　上　英　也 
山　内　和　生 
片ケ瀬　重　雄 
萩　原　隆　人 
中　原　　　茂 
廣　田　隆　治 
田　中　和　幸 
小出石　文　明 
中　村　隆　司 

登 　録 　費（＠１０，０００×４３９名） 
京都部補助金（＠１，０００×４６１名） 
ホストクラブ負担金（ウイングワイズメンズクラブ） 
預 金 利 息  
合　　　　計   
 
 
 
ホテル飲食代  
その他ホテル支払（音響、照明、会場費他） 
事務費その他（チラシ・プログラム印刷代他） 
次期繰越金 
合　　　　計  

収入の部  　　　　　　　　　　　　　　  単位：円 

支出の部  　　　　　　　　　　　　　　  単位：円 

科　　　　　目 決 算 額 

科　　　　　目 決 算 額 

4,390,000 
461,000 
184 
384 

4,851,568 
 

3,467,100 
959,897 
424,571 

0 
4,851,568

皆様のご活躍をお祈り申し上げます。

部会ホストの京都ウイングクラブより部会決算が京

都部役員会に提出され、審議の結果承認されました。

第13期　京都部部会決算
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１月９日（金） 第７回　京都部役員会

１月10日（土） 後期半年報〆切

１月10日（土）～11日（日） 西日本区次期役員研修会

１月15日（木） 部長公式訪問　京都センチュリークラブ

１月24日（土） 京都YMCAチャリティーコンサート

２月４日（水） 部長公式訪問　京都プリンスクラブ

２月６日（金） 第８回　京都部役員会（現・次期合同）

２月８日（日） CSチャリティーボーリング大会

２月14日（土） 京都YMCA創立120周年記念会員集会

２月15日（日） 第３回　京都部評議会

２月28日（土） 後期区費・部費納入〆切

３月６日（金） 第９回　京都部役員会

３月７日（土）～８日（日） 西日本区次期会長・主査研修会

３月８日（日） 京都YMCAリーダー卒業祝会

３月22日（日） リトセンチャリティーゴルフコンペ

３月31日（火） CS・TOF・FF・BF各献金納入〆切

４月４日（土）～５日（日） 第３回　西日本区役員会　第１回　西日本区準備役員会

４月10日（金） 第10回　京都部役員会

４月19日（日） リトセン夜桜フェスタ

５月８日（金） 第11回　京都部役員会

５月17日（日） インターナショナルチャリティーラン

６月６日（土） 第４回　西日本区役員会　　第１回　西日本区準備役員会　代議員会

６月６日（土）～７日（日） 第12回西日本区大会

６月12日（金） 第12回　京都部役員会（現・次期合同）

６月21日（日） 第４回　京都部評議会　　第１回　京都部評議会（次期）

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◎ 日　時：9月13日（日）
午後3時　開会

◎ 場　所：京都全日空ホテル
◎ ホストクラブ：

京都洛中ワイズメンズクラブ

詳細は近日中に発表!! 乞うご期待。

多数のご参加をお待ちしております。

第14 回京都部部会

☆☆☆☆　下半期の予定　☆☆☆☆

第13回　部会（2008.9.14）


